
コミュニティワーク

（社福）尾道のぞみ会 地域生活支援センターるり

尾道市障害者サポートセンターはな・はな

主任相談支援専門員 桃谷栄二郎
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Map-It マップイット(c)

～旧因島市・瀬戸田町にお住まいの方は～

尾道市障害者サポートセンターはな・はな
因島・瀬戸田センター
〒７２２-２３２４
尾道市因島田熊町１３１５-１
因島総合保健福祉センター内1階
ＴＥＬ：０８４５-２３-７０２０
ＦＡＸ：０８４５-２３-７０３０
Ｅ-mail：hana-inse@wakaba-
innoshima.com
月曜日～金曜日、９：００～１７：３０の受付です。
土曜日、日曜日、お盆、年末年始はお休みです。

●主任相談支援専門員1名、相談支援専門員２名
～旧尾道市・御調町・向島町にお住いの方は～

尾道市障害者サポートセンター はな・はな
〒７２２-００１７
尾道市門田町２２-５ 尾道市総合福祉センター内１階
ＴＥＬ：０８４８-２９-５００２
ＦＡＸ：０８４８-２９-５００３
Ｅ-mail：hana-hana@mx32.tiki.ne.jp
月曜日～金曜日、9:00～17:30の受付です。
土曜日、日曜日、祝日、お盆、年末年始は

お休みです。
●主任相談支援専門員3名、相談支援専門員4名

尾道市障害者サポートセンターはな・はなについて

おのみちエリア
人口：約9万7千人

しまなみエリア
人口：約2万8千人



基幹相談支援センターの業務について

引用：060206全国厚生労働関係部局長会議資料より

導入講義
コミュニティワーク

4



ソーシャルワークについて
図 社会福祉援助技術の区分

出所：（新版・社会福祉学習双書編集委員会編『新版・社会福祉学習双書2004《第1 巻》社会福祉概論』全国社会福祉協議会,2004 年, p160-173 を元に作図）

ソーシャルワーク
3大援助技術

◎慈善組織協会COS
ケースワークの誕生

◎セツルメント活動
グループワークと
地域支援の発展

◎コミュニティオーガニゼーション
地域全体を巻き込む支援へ

ソーシャルワーク
3大援助技術の源流

地域を基盤としたソーシャルワーク：
個別支援と地域支援を並行検討へ

ジェネラリストソーシャルワーク※を基礎理論

とし、地域で展開する総合相談を実践概念とす

る、個を地域で支える援助と個を支える地域を

つくる援助を一体的に推進することを基調とし

た実践理論の体系である（岩間2012）。
※ケースワーク、グループワーク、コミュニティワークを統合した援助技術

出所：岩間（2012）市民後見人とは何か 権利擁護の地域福祉の新たな担い手 社会福祉研究113



地域を基盤としたソーシャルワーク
キーワード 内 容

ジェネラリスト・
ソーシャルワーク

ケースワーク、グループワーク、コミュニティワークを統合した援助技術

総合相談 どんな相談でも、まず受け止めて、必要な支援につなげる

個を地域で支える援助
困っている人が地域の中で孤立せず、周囲の人々の支えや制度を利用し
て暮らしていけるようにする支援

個を支える地域をつく
る援助

困っている人を地域全体で支えていけるように、仕組みや人のつながり
を育てていく支援

一体的に推進 個別支援と地域づくりをセットで進める

実践理論の体系
実際にやってみて、そこから得た知識を整理して、理論として体系化した
もの

引用：厚生労働省令和３年度重層的支援体制構築推進人材養成研修 資料

重層的支援体制整備事業について



コミュニティソーシャルワーク：
個別支援から地域支援へ

地域において個別支援と地域組織化を統合化さ
せる実践である。地域自立生活上サービスを必
要としている人に対し、ケアマネジメントによる
具体的援助を提供しつつ、その人に必要なソーシ
ャルサポート・ネットワークづくりを行い、かつそ
の人が抱える生活問題が同じように起きないよ
う福祉コミュニティづくりとを統合的に展開する
、地域を基盤としたソーシャルワーク実践である
（大橋2005）。

出所：大橋（2005）「コミュニティソーシャルワークの機能と必要性」地域福祉研究33

コミュニティソーシャルワーク
個別支援と地域組織化を統合化させる実践

構成要素 内 容

①地域自立生活上サービスを必要とし
ている人に対し、ケアマネジメントによ
る具体的援助を提供

その人が住み慣れた地域で、できるだけ自分らしく暮らせるよ
うに、ケアマネジャーが、その人に合った支援を組み立て、サー
ビスを提供する

②その人に必要なソーシャルサポート・
ネットワークづくり

家族や友人、地域の人とのつながり、支え合いの仕組みづくり

③その人が抱える生活問題が同じよう
に起きないよう福祉コミュニティづく
り

同じような困りごとが他の人にも起きないように、地域全体で
支え合える仕組み（福祉コミュニティ）をつくる

①②③とを統合的に展開する
個別支援から見えてきたニーズを地域づくりにつなげ、地域づ
くりが個別支援を支えるという循環をつくる



ケアマネジメントの流れと自立支援協議会

出典：厚生労働科学研究費補助金障害者対策総合研究事業障害者施策総合研究事業（身体・知的等障害分野）「相談支援従事者研修のプ
ログラム開発と評価に関する研究（研究代表者：小澤温）」平成28年度～29年度総合研究報告（2018年3月）、39貢を一部改変

自立支援協議会の機能と役割

専門部会
毎月開催

個別の
支援会議

個別の
支援会議

個別の
支援会議

個別の
支援会議

ニーズ・課題
・困難ケース等

毎月開催・随時運営会議（事務局会議）

一般的な協議会のイメージ

機能する協議会のイメージ

＊個別の支援会議は協議会の命綱

これが開催されないと、協議会の議論が空
回りする場合が多い。

＊本人を中心に関係者が支援する支援を
行う上での課題を確認する場

ポイント１

＊個別の支援会議で確認した課題の取扱
いについて運営会議で協議・調整
（交通整理役、協議会のエンジン）

ポイント２

＊課題別に具体的議論を深める。社会資
源の改善・開発を全体会に提案

Ａさんの Ｂさんの Ｃさんの Ｄさんの

ポイント４

＊全体会において地域全体で確認

ポイント５

定例会 毎月開催

全体会 年２～３回

＊定例会で地域の情報を共有し、具体的
に協議する場
（参加者は現場レベル）

ポイント３

出典：厚生労働省資料



ソーシャルワークの例え話

引用：https://youtu.be/o_m4zQyoCJs http://yukishige.jp/files/slide-ssw.zip

地域の概要

（客観的）

地理的位置

歴史と文化

産業構造

人口動態・
将来推計

社会資源状況

（本人と関係する）

行政機関

専門機関

地域組織

NPO・ボランティア

当事者団体

中間支援組織

関係企業

地域の詳細

（住民の関係性）

自治会

民生児童委員

学校区コミュニティ

頼りになる商店

本人が見込んだ人

世話好きさん

地域アセスメントの手順

既存データ→周辺の状況→地域内部

引用：令和３年度相談支援従事者指導者養成研修



利用者中心のアセスメント
本人の目線で地域の資源や可能性を見つける

引用：令和３年度相談支援従事者指導者養成研修

自立支援協議会を活用した地域づくり①

【活動方針】
・福祉職の視点から、障害のある
人の防災の課題を整理し、地域の
防災体制づくりにおける必要な取
り組みを検討する。
・顔の見える関係を構築し、災害発
生時に事業所相互で支え合える体
制づくりを検討する。

障害者支援施設

グループホーム

児童発達支援

生活訓練 生活介護

就労継続Ｂ型

訪問介護

相談支援

防災部会大雨が降ったら、自分だけじゃ避難でき
んのじゃけど、どうしたらええんかね。



自立支援協議会を活用した地域づくり②

【活動方針】
・精神障害にも対応した地域包括
ケアシステムの構築に向けた協議
を通じて，顔の見えるネットワーク
づくりを行い，尾道にあった支援
システムを構築していくことを目
指す。

精神科病院

訪問看護

地域包括支援
センター

相談支援保健所

就労継続Ｂ型

居宅介護

精神科
クリニック

おのみちこころネットワーク協議会
（通称：おのここ）

健康推進課
こころサポート

暮らしサポート
センター

母子生活支援
センター

支援者の困りごとを「おのここ」で話し
合ってみよう。

圏域のつながりを活かした地域づくり



WRAP2daysクラスin尾道のご案内

WRAPとは・・・
日本では元気回復行動プランと呼ばれ、国内において、急速に普及されつつあります。WRAPは、ここ

ろの痛みや強い感情に圧倒されてしまいそうなことがあっても、元気になり、自分の生活を楽しむための
努力をしてきた人たちの経験の中から生まれました。自分の状態にあった対応の仕方を考えておくことで、
より早く元気が戻ってきて、自分の望む人生を送ることができるかもしれません。WRAPクラスでは、リ
カバリーに大切なこと、元気に役立つ道具箱、元気回復行動プランを学び、参加者が互いの経験を持ちよ
り、語りあい、学びあいながら、自らが元気に過ごすためのプランを自らがデザインしていきます。
WRAPを通じて、気づきが生まれ可能性が開かれていく、そんなひと時を一緒に過ごしませんか？皆さま
のご参加を心よりお待ちしています。

日時
平成26年4月20日（日）受付9:20

9:40～17:00

平成26年4月27日（日）受付9:20

9:40～17:00

内容

オリエンテーション

・WRAPの概要、価値と倫理等

リカバリーに大切なこと

・希望の感覚（希望を持つこと）

・自分の責任（自分が主体となること）

・学び（学ぶこと）

・権利擁護（自分のために権利擁護すること）

・サポート（つながりを持つこと）

WRAP（元気回復行動プラン）

・元気に役立つ道具箱

・6つのプラン

「日常生活管理プラン」

「引き金になる出来事に対処するプラン」

「注意サインに対処するプラン」

「調子が悪くなっている時のプラン」

「クライシスプラン」

「クライシスを脱した時のプラン」

専門性を活かした地域づくり

まとめ

誰もがつながりの中で
暮らすことができる社会へ

引用：有斐閣 コミュニティソーシャルワーク 菱沼幹男


